
 

 

 

 

 

 

 

 

❶日付 

作成した日を記入し

てください。 

❷法人名 

申請する法人の法人

名とフリガナを記入

してください。 

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺ 

❻ 

❽ 

❼ 

❸役職・氏名 

代表者の役職、氏名、

フリガナを記入して

ください。本人確認

書類と同一人となり

ます。 

❹本店所在地 

申請する法人の登記

上の本店所在地を記

入してください。 

❺法人番号 

13 桁の法人番号を

記入してください。 

❻担当者と連絡先 

協力金の申請につ

いて、対応のできる

方の氏名と連絡先

を記入してくださ

い。連絡先は携帯番

号でも構いません

が、日中、確実に連

絡の取れる番号に

してください。 
❼資本金と従業員 

資本金額と法人全体の従業員数を記入して

ください。従業員数は、役員と短時間労働者

（パート、アルバイト等）を除いた人数とし

てください。 

❽郵便物の送付先 

申請者情報に記入した内容と異な

る場合のみ記入してください。（店

舗住所に送付する場合等。） 

※第１号様式（申請書兼請求書） 

該当する薄青色部分が記入項目です。 

※「法人」に

チェックを

入れてくだ

さい。 

法人の場合 

☑ 

記載例 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❾金融機関名と本・

支店名 

振込先の金融機関名

と本・支店名を記入

し、該当する部分に

丸を付けてくださ

い。 

⓮ゆうちょ銀行の場合 

ゆうちょ銀行の場合、通帳に記載された通帳記号と通

帳番号をそのまま記入してください。通帳番号は6桁

～8桁の場合があるため、右詰めで記入してください。 

⓯店舗数 

申請する店舗数を記入してください。対象地域内の

全ての対象店舗について時短営業が必要です。この

店舗数は、「第１号様式別紙」の枚数と同じ数になり

ます。 

⓰時短営業を実施した店舗の内訳 

「第１号様式別紙」を使用してください。1店舗につき1枚作成が必要です。 

❾ 

❿金融機関コードと

支店コード 

通帳に記載されてい

る金融機関コードと

支店コードを記入し

てください。 

❿ 

⓫種別 

普通か当座のどちら

かに丸を付けてくだ

さい。 

⓫ 

⓬口座番号 

口座番号を正しく記

入してください。 

⓬ 

⓭口座名義人 

口座名義人を正しく

記入してください。

申請する法人名義の

口座に限ります。 

⓭ 

⓮ 

⓯ 

⓰ 



 

 

 

 

⓱店舗名 

店舗名を記入してく

ださい。複数の店舗

を申請する場合は店

舗の数だけ記入して

下さい。 

⓲店舗ごとの支給額 

店舗ごとの支給額を

記入してください。

複数の店舗を申請す

る場合は店舗の数だ

け記入して下さい。 

※支給総額ではあり

ません。 

⓳協力金支給申請額

（総額） 

店舗ごとの支給額を

合計した金額記入し

てください。 

⓱ ⓲ 

⓳ 


